
 

 

 

 

 

 

 ＪＲ貨物労組青年部は７月１８日、フクラシア品川港南口にて「第３５回定期全国委員会」を開催しました。 

昨年は、書面による開催であったため、２年越しの対面開催となりました。関西地本青年部として、各支部より委員会委

員を選出し、リモート併用にて出席しました。全国青年部として、評価制度を含めたＪＲ貨物改革の闘い、総団結貫徹に向

けた方針、平和・政治・衆議院選挙、青年部組織強化について提起され、質疑応答にて委員より各地の問題点や方

針・取り組みに関して発言が出されました。各委員から出された意見を全国青年部方針に肉付けされ、今年度の貨物労

組青年部の方針が決定し、委員会は成功に終わりました。また、今委員会にて、２年間青年部長として頑張っていただい

た後藤青年部長が青年部卒部により勇退され、後任に池尻新青年部長が就任しました。 

関西地本青年部は、新体制となった全国青年部三役を「全力全開」で支えていきます。 

          

＜池尻和寛新青年部長＞               ＜勇退された後藤修一殿＞ 
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